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研修報告書

	所　　属　　健康管理　　　　　　　　職　種　　管理栄養士　　　　氏　名　沼畑　みさと

	期　　間　　平成　23　年　12　月　9　日　

	出張目的　　平成23年度青森県老人保健施設協会県南支部栄養部門分科会

　　　　　　「非常時・災害時における各施設の食事提供の対応について」

	出 張 先　　まかど温泉ホテル２階「金鶏の間」

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


　本研修は、青森県県南支部の栄養部門分科会である。今年は3月11日に東日本大震災があったとのことで各施設での食事提供の対応について情報提供がなされた。参加施設は下記の通りである。

【 上北地区】　　　　　　　　　　　　　【八戸地区】 

・みちのく苑　　　　　　　　　　　　　　・ひばりの里

・みのり苑　　　　　　　　　　　　　　　・サンライフ豊寿苑

・ハートランド　　　　　　　　　　　　　・南山苑

・とわだ　　　　　　　　　　　　　　　　・ナーシングホーム・オリーブ

・やすらぎ苑　　　　　　　　　　　　　　・ほほえみ三戸

・ナーシングセンター柏葉　　　　　　　　・老健なんぶ

・のへじ　　　　　　　　　　　　　　　　・孔明荘

・えぼし　　　　　　　　　　　　　　　　・しんごう

【考察】

　平成23年3月11日に発生した「東日本大震災」について、各施設での食事提供や食事に関わる対応について情報提供がなされた。全体的に電気が止まり、ガスは概ね使用可能である施設が多かった。非常食に関しては、備蓄している食品を使用していた施設は少なく、ガスが使用できたためガス調理して提供している施設が多かった。災害時だからといってすぐに非常食を使うというわけではなく、まず使えるものから使用し、うまく食材を使用していく必要があると感じた。当法人でも3月12日の朝食は、非常食からα米を使用したが、実際使用する際にお湯を使用するものだったため、ライフラインがすべて使用できない場合には使用が難しいという問題点が浮上した。委託業者からは、今後はα米ではなく、多く水を使用しなくてもよいように無洗米を常備していくを報告を受け、そのような対応へと変更している。水に関しては、多くの施設で貯水槽から電気を使用して水をくみ上げていたため、電気が使用できなかったために断水となっていた。当法人は法人内の他施設からポリタンクに入れ厨房まで水を運んで使用したが、全く水が出ない施設では、各職員が自宅からペットボトル1本ずつ持ち寄り、回転釜にいれて煮沸消毒をして使用したとのことだった。今回は概ねの使用量を算出し、厨房へ運んでいたが、実際に使用する量を算出して、断水になった場合に厨房に運んでもらう必要があると感じた。

南山苑ではミキサー食の方に対して濃厚流動食にトロミをつけたもので提供していたが、他施設では発電機でミキサー食を調理した施設、電気が使えないためすり鉢を使って細かく粉砕して提供した施設、非常食用のミキサー食を提供した施設と対応が分かれた。その他、主食に関しては米粉を使用しての粥ミキサー様にして提供したという施設もあり、私の発想にない情報が得られた。実際に濃厚流動食が納品されなくなった場合には食材で対応していかなければならないため、非常食をしてすり鉢や米粉など使用できる食材を準備する必要があると感じた。

納品に関しては、当法人と同じく委託会社として日清医療食品を使用している事業所が多く、スムーズに納品ができなく、施設栄養士や施設スタッフが買出しにいって食材の確保をしたとのことだった。各施設、食材確保に力を入れ、早いところでは地震発生3日後には通常通りの品目での提供を行ったとのことだった。私たち栄養士も買出しにはいったものの、1回限りであったため、もっと多くの回数買出しに行き、早めに通常通りの品目での食事提供をしていかなければならなかったと反省が残る。今回研修に参加して施設の中には大きなスーパーに直接出向き、牛乳や食材などを優先的に納品していただいた施設、また食品会社へ出向き、譲っていただける食品はないか依頼しに行った施設と対応がさまざまであった。このような対応をしたという施設の栄養士は、「日ごろから近隣の食品会社とリサーチすること、関係性を持つことが大切だ」と話されていた。当法人でも周辺の店舗などのリサーチをすることを検討することとする。

食器に関しては、ディスポ食器を使用している施設が多かった。しかし、在庫として備蓄している量も少ないため数日でなくなり、大皿にワンプレート式に盛り付けて提供していた施設が多かった。また、おやつ提供に関して食器を使用せず、袋のまま提供した施設もあった。私自身も同様の発想はあったが、異食の可能性を考え、ラップを敷いての食事提供、袋のままのおやつ提供はしなかった。当施設では、認知症疾患を持つ利用者様が多いため、不向きかと少し感じた。

濃厚流動食に関しては全体的に多めに在庫を持っていたこともあり、あまり困らなかったという意見が多かった。当施設では最低3日分程度は在庫として多めに納品し、保管している。ある施設では、1週間分在庫しているとのことだった。濃厚流動食の賞味期限は納品されてから3ヶ月～4ヶ月ほどあるため、無駄な在庫を抱えないためにも多く利用されている種類を多めに在庫として保管していくことも必要と感じた。しかし、現在3階配膳室内に保管しているが、保管スペースが限られ多く保管していくことが困難なため、保管場所も検討したい。

　今回の地震で、利用者様には通常よりも量が少ない内容の食事が提供された。そのときに感じたことは「満足する食事が提供できなくて申し訳ない」「早く通常どおりの品目での提供がしたい」という気持ちでいっぱいになった。量が少ないこともあり、利用者様からは「おいしいご飯をありがとう」など感謝の言葉が聞かれることが多く、いつも残食されている利用者様も全量摂取されていた。スタッフからは「このくらいの量の方が利用者様にはちょうどよいのでは？」との意見が聞かれた。実際、当施設の入所者様の平均年齢も上がり、活動量も低くなっている。また、肥満傾向により食事調整を実施している利用者様も多くなってきているため、約束食事箋の見直しも必要だと感じた。

　今回の東日本大震災を体験し、今後の課題としてライフライン別の対応を明確にするためのマニュアル作成、電話が使用できない場合での連絡方法の確立、糖尿病などの療養食が必要な方の個別対応を考えていく必要がある。また、1食あたりの使用水分量の算出も必要となる。糖尿病などのカロリー制限の必要な利用者様に関してはカロリーが明確にわかるよう、濃厚流動食対応としたほうがよかったかと私個人では感じている。今後どのような対応とするか栄養士チームで話し合うこととする。今回の地震から得たこと、今回の研修から得た他施設での対応などからヒントを踏まえて、今後の対応について再度検討していく必要を感じた。栄養士チームとして、今後いつおこるかわからない地震に向け、マニュアル整備などに取り組んでいくこととする。

【研修内容】

· えぼし

· ライフライン：電気×、ガス○、水○

　　　　　　　　　3月12日の夕方ごろより電気が復旧。

· 地震発生時：夕食準備中で、献立は副菜を一部変更して提供。

· 3月12日：電気×のため、ガスを使用してカレーを作り、提供。

· 献立：地震発生後は1～2週間は献立内容を一部変更して提供。

· 納品：南瓜や芋、乾物などが多く納品される。

· 注意点：食中毒の危険性あるため、全て火を通したものを提供。

· 通所：通常は40名の定員であるが、30名ほど利用し、通常通り営業。

· 今後の課題：ライフライン別のマニュアル作成必要。

· みちのく苑

· ライフライン：電気×、ガス○、水○

· 食形態別の対応：キザミ食は包丁を使用して、ミキサー食（対象者80名ほど）はすり鉢を　　　　

使用して提供。震災後、すり鉢を購入。

ミキサー粥については、米粉を火にかけてドロドロ状にしたもので対応。

· 食器：ワンプレート式にいて提供し、洗浄で使用する水の節約をした。

· 非常食：2日分確保していたが、すぐになくなってしまった。その他、電気が止まってしま　　

っため、食材はあるが冷蔵庫での温度管理が困難な状態となった。

　　・今後の課題：ミキサー食用の非常食品が業者から販売されているが、個包装となっているため、使用しにくい。施設で使用しやすいように業務用のものを探していく必要あり。

· しんごう

· ライフライン：電気×、ガス○、水×（電気が止まり、貯水槽より水をくみ上げられない為）

　　　　　　　　　水に関しては同法人のグループホーム、デイサービスは断水しなかったため、

その施設から水を持ってきて使用。

· 濃厚流動食：通常1000ml/本の企画のものを納品してきたが、1ヶ月ほど納品されず、200ml/　　　　

　　　　　　本のものを納品した。

· 食材：委託で日清を使っているが、日清経由での食材確保困難。施設長のはからいで食材が　

· 納品されるようになった。

· 非常食：非常用味噌汁も準備していたが、ガスが使えたため味噌汁を作ったので、使用しな　　　

かった。最低限のものをそろえたほうがよい（乾パン、水を多めに）。

· 孔明荘

· ライフライン：電気×（発電機あり）、ガス○、水○

· 食事形態の対応：発電機があったため、それを使ってミキサー食を作った。その他、栄養価

を落とさないため、在庫のブリックゼリーなどを補助的に使用。

· 献立：震災後数日間、量は通常より少ないが、主食・主菜・味噌汁で提供。

· 納品：ヨーグルト、牛乳は5月ごろまで納品されなかった。

· 今後の対応：防災の日には、在庫の非常食を利用者様へ提供し、味に慣れてもらうと同時に、

無駄なく使用していこうか検討中。

· 老健なんぶ

· ライフライン：電気×、ガス○、水△（ちょろちょろ出る程度）

· 納品：次週分のものが納品されていたので充分あった。食材の納品は３店舗と提携。

　　　　　牛乳などの乳製品は納品されなかったため、ヤクルトやゼリーで対応。

· おやつ：皿を使わないように、袋のまま提供。

· 配膳：震災当日の夕食は通常の一時間前に提供。

· 濃厚流動食：ガソリン不足より、納品が定期的に行われないため、本数を減らして提供。

· 献立：変更なし。

· 今後の対応：缶詰に入っている非常食の備蓄を検討中。

· ほほえみ三戸

· ライフライン：電気×、ガス○、水○

· 食事形態：ミキサー食に関してはすり鉢、ザルを使用して提供。足りない場合は濃厚流動食

と合わせて提供。4/11の停電の際には発電機を使用し、ミキサー食を提供。

· 備蓄：ミキサー食用の非常食を備蓄。しかし、個包装のため、使用しにくい。今後、新しい

ものが出てくるのを待ってる状態。米に関してはα米を備蓄していたが、おいしくないため、現在は普通の米を備蓄。

· おやつ：1ヶ月間提供なし。

· 今後の課題：ライフライン別のマニュアル作成必要。

· ナーシングホーム・オリーブ

· ライフライン：電気×（厨房に発電機あるが使わず）、ガス○、水○

· 地震発生時：暗くなる中、作業を行う。数日後、ヘッドライトを購入。

　　　　　　　　食事に関しては非常食を交えて提供。しかし、内容は不十分なのものだった。

· 濃厚流動食：施設には40名ほど経管栄養の方がいたため、確保が大変だった。

· 食材：委託に日清が入っているため、日清が調達。

· 通所：通常通りの内容で提供が難しかったため、炊き出し程度のものを提供。

· 南山苑

· ライフライン：電気×、ガス○、水△（貯水槽から電気を使ってくみ上げ式のため、断水。

青山荘などからポリタンクにいれ、厨房へ配る）

· 地震発生時：夕食の準備はほぼ終了。ご飯が炊き途中であったため、ガスを使用してご飯を

炊く。夕食は食札通りに提供。食器はディスポ食器。

· 食事形態：主食は米の確保のため、数日は全員粥にして提供。ミキサー食の方は濃厚流動食

で対応。

· 納品：委託で日清が入っている。食材に関しては納品はあるが。何が納品されるか分からない状況。野菜の納品はあるものの、蛋白源の納品少なく、施設栄養士も買出しをする。

· 濃厚流動食：日清と納品は別で施設栄養士管理となっている。在庫が少なくなることなく提

供。

· おやつ：在庫があったため、まずは在庫のものを提供。以後2週間くらいは取引先の在庫状

況により納品し、毎日提供。

　　・今後の課題：ライフライン別のマニュアルの作成が必要。

· サンライフ豊寿苑

· ライフライン：電気×、ガス×（プロパンガス：二日後に復旧）、水△

· 非常食：３日分準備していたが、活用しなかった。

· 食事形態：ペースト食の方が食べられるようにゼリーやプリンで対応。

· 通所：2週間ほど営業停止。

· 納品：委託で日清が入っている。食品の納品に関して日清とのやりとりの不備あり。スーパ

ーにいって食材を確保した。

· 今後の課題：家族に食材不足などの食事内容について話をしていなかったため、クレーム発

生。（各部署には随時状況報告していた）今後、家族にも話していく必要あり。

糖尿病食などカロリー調整が必要な方の対応。

· ひばりの里

· ライフライン：電気×、ガス×、水△（くみ上げ式であったため）

· 地震発生時：早番の人が帰宅する前だった。厨房内は調理器具や食器などが散乱している状

態。食器の破損あり。飲み物に関しては甘酒やココアなどを紙コップに入れて

提供。ディスポ食器は1日でなくなる。

· 3月12日：非常食対応（カロリーメイト、濃厚流動食）。ガス復旧。

· 食器：メラミン大皿にラップを敷いて提供。

· 納品：業者との連絡3日間不通。地震発生前に発注したものに関しては納品していただく。

　　　　　牛乳の納品がなかったため、粉ミルクを買い占める（大量に余ったため、おやつ作り

に使用）。その他、食材は施設スタッフが買いにいった。

· 濃厚流動食：30名/100名対応。在庫がたくさんあったため、問題なし。

· 通所：食事、入浴なしで営業。利用者様は弁当を持参していた。

· 今後の課題：複数のマニュアル作成必要。非常食の見直し。

· のへじ

· ライフライン：電気×（ヘッドライト使用）、ガス○、水△（貯水タンクにあるだけ使用可。　　　

圧力の不調あり、ちょろちょろ出る程度。スタッフが各自自宅からペットボトル1本ずつ持ってきて、回転釜にて煮沸し使用）

· 食器：ディスポ食器使用。

· 納品：委託でフジ産業が入っている。業者のはからいにより3月13日より通常通り提供。

　　　　　乳製品は1リットル単位で納品。ヨーグルトは4月中旬より納品開始。

· 食事形態：ミキサー食はすり鉢、ザルを使用。しかし粒が残ることあったため中止。

· 濃厚流動食：在庫があったため、通常通り提供。

· 地震後の対応：発電機、電動自転車を購入。

· ナーシングセンター柏葉

· ライフライン：電気×、ガス○、水×（くみ上げ式）

· 地震発生時：非常食対応。ガスで米を炊いた。おかずとして常温保存可能なレトルトカレー　　　　

を湯銭で温めた（発熱剤あったが、うまく使用できず）

· 食器：大皿にラップを敷いてワンプレート式で提供。（使用後は水洗いし、アルコール消毒）

· 食事形態：ミキサー食は発電機を使用して提供。

· 納品：ペットボトルの水、濃厚流動食は入荷したばかりで不足なし。3月13日に食材の買占めを行う。

· 今後の対応：非常食を3日分確保する。濃厚流動食はバッグタイプのものを3日分確保する。

· やすらぎ苑

· ライフライン：電気×、ガス○、水○

· 納品：ガソリン不足のため、食材が入ってこない。

· 食材：近くに結婚式場があり、地震の影響により予定されていた結婚式がキャンセルとなり、

食材をゆずってもらう。納品された食材で献立作成を行う。乳製品は4月まで納品

なし。

· 食器：ラップを敷いて提供。

· おやつ：通常通り提供。

· 今後の課題：ガスストップ時のマニュアル作成（調理の大半がガス調理のため）

· とわだ

· ライフライン：電気×、ガス○、水×（井戸水使用。男性がバケツでくみ上げを行った）

· 地震発生時：ご飯の代わりにまんじゅう提供。おかずは通常通り提供。車のライトで厨房を

明るくした。

· 会議：毎日8時、17時全体会開催。在庫から献立作成。

· 濃厚流動食：1週間分在庫あり。

· 非常食：カロリーメイト。水分はポカリスエットの粉末を溶かしたものを提供。

· 納品：乳製品に関しては近くにイオンがあったため、大量に譲っていただく。その他、食品会社へ出向き、食材を譲って頂いた。

· 通所：通常通り営業。食事、風呂は１日中断。

· 地震発生後の対応：栄養から入所者様に向け、マイクを使ってディスポ食器を使用すること

を説明する。

地域への働きかけとして、非常用のメニューなどを情報発信。

· 今後の課題：使える非常食を検討するべき。近隣の店の把握が必要。

· ハートランド

· ライフライン：電気×、ガス×、水×

· 地震発生時：夕食は通常通り提供。

· 3月12日：在庫確認。4月中旬まで献立作り直し。粥・具たくさん汁、小皿の3品で提供。

· 非常食：使用は後回しとし、在庫から使用。

· 納品：食材の買占め。

· 濃厚流動食：2週間分在庫あり。問題なし。地震後、メーカーへ連絡し、大量に納品してい

ただく。

· 食事形態：ミキサー食は発電機を使用して調理。

· 通所：お弁当持参で営業開始。

· みのり苑

・ライフライン：電気×、ガス×（電気が使えず、ガス安全装置が作動して使用できず）、水×

（くみ上げ式。同法人から水を運んで使用。各スタッフが自宅から水を持参）

· 地震発生時：具の入った粥を提供。配前車をスロープで提供。厨房内はろうそくで対応。

· 食器：ラップを皿に敷いて提供。（3月13日朝まで）

· 納品：ガソリン不足で納品されず。1週間ほどで物流落ち着く。乳製品が不足することによ

り、便秘、下痢の人が増える。症状のある方から優先的に使用。

· 通所：1日のみ営業停止。炊き出しレベルのもの（粥、具だくさん汁）を提供。

· 食事形態：ミキサー食に関して、発電機はあるが、吸引優先とのことで使用できず。

· 備蓄：米100ｋｇ備蓄。（月1回入れ替え）。業務用の備蓄があるか検討中。

· 濃厚流動食：メーカー、業者からの納品が遅れ、1,2日は量を減らして提供。































